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はじめに
第１節　はじめに

　社会問題にまでなってきている早期教育。人

間の基本的人格が作られる乳幼児期に行われる

教育は、人生最初で最高に重要な教育である。

早期教育機関は育児不安に悩む母親に、子育て

のマニュアルを教材という形で提供している。

しかし、早期教育に反対する人、あるいは早期

教育に疑問点を抱いている人達もいる。本論で

は、早期教育の実情を見つめ、問題点を挙げ、

今後、幼児期の教育をどうするべきかを考えて

いく。

第２節　早期教育とマルチメディア
　インターネットで早期教育を検索したとこ

ろ、育児に悩む母親達の掲示板があった。気軽

に、相談を持ちかけられる場というものができ

現代に置いては画期的なことである。これから

のさらなるマルチメディアの進歩により、教育

もさらに可能性がひろがるであろう。

第３節　研究方法　

　本研究は、文献とインターネットを使った文

献研究である。まず、仙台市内にある幼児教育

機関を電話帳で検索した。早期教育の実情をよ

り近くで見るために、その検索した幼児教育機

関に電話をし、見学させてもらえないか交渉し

た。ステップ知能開発教室を見学しまとめた。

東北大学、宮城教育大学、宮城学院大学の図書

館に足を運び、教育という視点で早期教育につ

いての情報がないか探した。国会図書館に出向

き、雑誌検索からさまざまな情報を得ることが

出来た。インターネットの検索ツールの

「goo」で、早期教育を検索し、目を通した。

ホームページの著者に電子メールで問い合わ

せ、情報を得ることが出来た。書店でデータベ

ース検索をした。

第１章　早期教育とは　　　　　　　　
第１節　早期教育の定義
　無藤（1998）、小宮山（1995）、および汐見

（1996）などを参考として、本論では、「胎児

から小学校以前の教育で、できるだけ早い時期

から開始するという志向性を持ち、知的な教

育、主にIQを高めることを意図し、働きかけに

対する子どもの期待される反応を強く期待して

行われる、幼稚園や保育園を除いた教育」と定

義づける。ここでは、お稽古ごとや、スポーツ

教室は除外する。これを踏まえて、以下の論文

を記す。

第２節　早期教育の変遷
　早期教育の変遷を、毛利・山田（1994）の

『ちいさいおおきいよわいつよい』を参考に述

べた。

第２章　早期教育の実例　　　　　　　
第１節　ステップ知能開発教室
　ステップ知能開発教室を見学した。ステップ

知能開発教室は２歳児から小学６年生までを対

象としている。英才教育研究所で開発している

ギルフォード知能構造論に基づいた知能開発教

材を使い、暗記などに偏らず、脳のいろいろな

部分に刺激が与えられるように工夫しているそ

うだ。知識を得ることよりも、考える能力を優

先し、公式などを覚えることよりも問題を解い

ていく過程を重視している。

第２節　公文式
　無藤（1998）の見解で、公文式の特徴を述べ

る。毎日一定のプリント学習をすることで、学

習習慣を身につけることができるが、学習がプ

リントの枚数を消化することと等しくなってい

る。公文式では、計算の技術や文字の読み書き

を早期から教育することには成功している。手

順を順序良く徐々に覚えて行くことは子供に

とって簡単であるからである。しかし、そのよ

うな手順の習熟が深い理解をもたらすかどうか

は疑わしい。数学の理解を促す活動は見られな

いし、文字の読み書きが本を楽しみ、かつよく

読むことにつながるとも言い難い。しかし、本

に接する機会を導入するということは無意味で

はない。

第３節　その他の方式
　その他の実例としてドーマン式幼児開発法、

スセディック式胎内教育法、三石式早期才能教

育法、井深理論によるEDAペア・スクール、七

田式早期教育、家庭保育園、こどもちゃれんじ

をまとめた。

第３章　早期教育側の考え　　 　　　
第１節大脳生理学に基づく早期教育の効力
　才能逓減の法則とは、教育は早く始めるほど

高い能力が育ち、才能が伸びる可能性は年齢と

ともに急速に減っていくというものである（.村

松・吉木、1990）。

　右脳の働きが活発なのは幼児期で、０歳に近

ければ近いほど高度の能力があり、学習意欲も

旺盛であると考えている。右脳には、たくさん

の能力が隠されており、開発できるのも、右脳

優位である、３歳までが決め手になるのだとい

う（七田、1993）。



　脳が、急速に発達する３歳までの間に、外か

らの刺激を受け止め、パターン化し、記憶する

という最も基本的で重要な情報処理の仕組がで

きる。また、右脳の働きも、３歳までの間が

もっとも活発である。どちらにも才能逓減の法

則が当てはまる。早期に教育することで、幼児

の才能を最高にひきだせるとしている。

第2節　早期教育の教育内容
　幼児の脳に刺激を与えるのには、カードを使

うことが最良である。カードの使い方は、一枚

一秒の間隔でパッパッとめくって見せていく。

すると、この速さに左脳はついていけないの

で、引っ込んでしまい、右脳に働きを任せる。

すると、子供たちが生来持っている右脳の働き

が優位に働くと説明している。

第3節　知能因子を刺激する教育法 　

　この知能構造論に基づいての教育法は、言葉

や文字の暗記などのひとつのことに偏らず、脳

のいろいろな部分に刺激が与えるので子供の知

能が全脳的に開発されるといっている。

第4節　親子関係の深まり　
　早期教育をすることは、子供への働きかけの

時間が多くなるので、以前よりも子供とのふれ

あい、スキンシップが増えて、親子関係が深ま

ると主張している。

第５節　 IQ140以上の子供が育つ
　家庭保育園では、独自の教材、育て方によ

り、IQ140以上の「天才児」が75.3％の確率で

育つという。IQの高いひとは幸せになるといっ

ている。

第４章　早期教育反対派の意見　 　
第１節　遊びが無くなることの弊害
　遊びを体験しなかった幼児は、体力がつかず

幼児同士のコミュニケーションがないので社会

性や協調性も育たず、他人の気持ちが理解出来

なくなる。遊びに熱中した経験がないと、集中

力も育たなくなる。

第２節　自主性の抑圧
　山口（1994）は、早期教育で受動的な学習を

している幼児は、自発性、創造性の領域の発達

が抑圧されるのではないかと懸念している。幼

児は、親からの評価を気にして親の期待に沿お

うと努力し続けてしまうという「依存的」なパ

ーソナリティーが育ってしまう (高良、1996)。

自主性が無く、依存的な性格では、自分で自分

の道を切り開いて行くことは出来ない（小宮

山、1995）。

第３節　本当の賢さとは
  子供たちはその年齢にふさわしい形で、対象

に主体的・能動的に働きかけていく存在にほか

ならない。自分が体験したさまざまな事実を、

自分なりの論理でつなげ、それらのあいだに共

通性を見つけだし、自分なりの「主観的な概念

の枠組み」を形成しながら、知的能力を伸ばし

ていくのである。賢さの本質はこの点にある

（加藤、1995）。

第４節　早期教育機関が挙げている大脳生
理学の「合理性」
　３歳までの脳の重さが急激に重くなることは

確かである。しかし、脳の「構造」ができるだ

けであって、「機能」が発達するわけではな

い。乳幼児期には子供自身が興味をもって広義

の学習活動を行うことで、その後の脳の発達に

影響する。早期教育機関の教材の遊びでは、な

んのために覚えなければならないのか本人の自

覚がないものでは学習の効果は一時的なものに

なる（汐見、1996）。

第５節　人間観の欠如
　早期教育が考える「能力観」には、「人間

観」が欠如している。
第６節　IQで計れないもの
　IQで計れる能力は一部にすぎないということ

である。

第５章　今後の早期教育の在り方　
第１節　早期教育側の主張と問題点
　早期教育側の主張と、早期教育の問題点のそ

れぞれの議論を再度比較し、まとめた。

第２節　早期教育の今後あるべき姿

　乳幼児期の子供の発達段階を考えて、無理の

無い、親と子が楽しくコミュニケーションをと

れるようなものが望ましい。

第３節　幼児期にしておくべきこと
　就学前の５つの課題の提案を紹介し、自然に

意欲をもって学べるように工夫する。

おわりに　　
　核家族化により、たよりどころの無い母親

は、我が子の将来のために投資するのが親の役

目とばかりに、早期教育の宣伝文句に乗せられ

てしまう。しかし、常に視野を広くし、先を見

据える能力を身につけ、正しい情報を選んでい

きたい。
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はじめに

第１節　はじめに

　1998年6月29日、文部、厚生両省が早期教育が子供の体や心の発育に及ぼす影響

について調査することを決めた。1998年7月に文部省は国立教育研究所、厚生省は

新設する専門の研究班をつくり、2年後をめどに、親との面接を通じて調査結果を

まとめ、その後も追跡調査をするそうだ。早期教育の調査を国で行うのは初めて

のことである。

　このように、社会問題にまでなってきている早期教育。人間の基本的人格が作

られる乳幼児期に行われる教育は、人生最初で最高に重要な教育である。少子

化、核家族化などにより、一人の子供にかける時間も労力も金額も増えてきてい

る。

　そこに市場を見つけ、ビジネスとして参入してきたのが早期教育機関である。

育児不安に悩む母親に、「これをすれば安心」というマニュアルを教材という形

で提供している。それは主に知育重視のものであり、よい幼稚園、よい小学校、

最終的には、よい大学に入って、よい会社に就職できるというところに最終目標

があるものである。学歴で将来の仕事における位置が決まってしまうという現在

の社会において、自分の子供の将来のためにと、母親たちは早期教育に飛びつい

ているというのが現在である。

　しかし、早期教育による弊害も出てきているのが現実であり、早期教育に反対

する人、あるいは早期教育に疑問点を抱いている人達もいる。

　本論では、早期教育の実情を見つめ、問題点を挙げ、今後、幼児期の教育をど

うするべきかを考えていく。
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第２節　早期教育とマルチメディア

　インターネットの検索ツールである「goo」で、「早期教育」というキーワード

で1998年10月20日に検索したところ、686件あった。早期教育に関する論文から、

早期教育機関独自のページ、母親達が意見を交換しあう掲示板まであった。

　母親達が早期教育について意見を交換する掲示板では、活発に意見が交換され

ており、これから育児をするひとの不安や疑問、実際に早期教育で成功したとい

う人の意見、早期教育には反対だという意見などさまざまであった。核家族にお

いては、そばにいて適切な助言をしてくれる人はいない。パソコンが急激に普及

し、インターネットというマルチメディアが進歩したことによって、気軽に、そ

れも、プライベートの情報を公開しなくてもよい話し合いの場や、相談を持ちか

けられる場というものができた。これは、現代に置いては画期的なことである。

　これからのさらなるマルチメディアの進歩により、教育もさらに可能性がひろ

がるであろう。

第３節　研究の方法

　本研究は、文献とインターネットを使った文献研究である。

　まず、電話帳を検索し、仙台市内にある幼児教育機関を12箇所見つけた。早期

教育の実情をより近くで見るために、その検索した幼児教育機関に電話をし、見

学させてもらえないか交渉した。しかし、子供の集中力が散るからと、断わられ

たり、実際に子供を連れてこなければ承諾できないいといわれたり、実際に見学

に費用がかかるなど、なかなか見学の許可が降りなかった。そこで、友人に３歳

の子供がいるので、その友人の代わりに説明を聞きにいくという設定で、やっと

見学することを許可された。実際にそこで見学し、論文にまとめた。

　仙台市内にある、東北大学、宮城教育大学、宮城学院大学の図書館に足を運
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び、教育という視点で早期教育についての情報がないか探した。宮城学院大学の

図書館では、国会図書館にある雑誌のデータベース検索をしていただき、いろい

ろな角度で検索を行った。そして、実際に国会図書館に出向き、雑誌検索からさ

まざまな情報を得ることが出来た。

　インターネットの検索ツールの「goo」で、早期教育を検索し、686件上がった

ので、それらすべてに目を通した。インターネット上に公開されている早期教育

機関は、23箇所で、そのうちの3箇所は独自のページを持っていた。

　その検索結果の中には早期教育に関する論文も紹介されており、その著者に電

子メールで連絡をしたところ、文献や早期教育に対する考え方などを得ることが

出来た。

　仙台市泉区にある「八文字屋書店」で、早期教育でデータベース検索をしたと

ころ、36冊あった。その中には、障害児の早期教育の本も含まれている。
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第１章　早期教育とは

第１節　早期教育の定義

　幼児期の教育というと、幼児教育や、英才教育、早期教育が挙げられる。本論

文で問題とするのは早期教育であるが、きちんと定義されていない。漠然とした

イメージはあっても、具体的になればなるほど論じる人によって微妙な差がでて

くる。それぞれの意味を比較し、早期教育の位置を明らかにする。それから、こ

こで取り上げる早期教育の定義付けをする。　

幼児教育とは

　まず、辞典ではどのように定義付けされているのかを調べて見た。幼児教育

は、「幼児を対象とする教育一般のこと（宍戸、1988）」、「満１歳から学齢に

達し、小学校に就学するまでの幼児煮たいして行われる教育。広義には幼児に対

する家庭教育、児童館などで行われ得る幼児を対象とする社会教育も含められ

る。狭義には幼児を教育することを目的として設立されている教育機関で行われ

る教育をさす（岡田、1979）」とある。しかし、実際に幼児教育と聞くと、「幼

稚園で行われる教育」というイメージが強い。教育界では、幼児段階における制

度的教育の典型である幼稚園教育だけが幼児教育であるかのように思われてい

る。しかしそれでは十分ではない。人間発達の本性に根ざす広く深い基盤をもつ

ものすべてを指す。何気ない日常の育児の営みが実はしつけに通じ、人間形成の

ための精神的影響として広い良みでの教育につながっていくのであり、そうした

意味の教育が乳幼児期には重要であり、そういった広く深い意味を持つものを幼

児教育をいう（藤永、1990）。本論での定義付けとして、幼児教育が、幼児に行

われる教育のすべてを含むことにする。その中に早期教育も英才教育も含まれる

こととする。
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英才教育と早期教育の違い

　辞書によると、英才教育は、「特別に優秀な才能をもった子どもを早期に発見

し、その才能を望ましい方向に伸ばす教育（三宅、1991）」。早期教育として紹

介している辞書はなく、早教育というのでは、「一般に考えられる年齢よりも早

く、その教育を行うこと（宍戸、1987）」というふうに紹介されていた。

　よく英才教育と早期教育が同義であるとされるが、早期教育が必ずしも英才教

育になるとは限らないと小宮山（1995）はいう。英才教育というのは、疑問を自

ら持ち、自分で解決する能力を身につけさせる教育である。そして、大人から一

方的に支持伝達をするのではなく、双方向からの相互作用が行われる教育のこと

で、幼児に知識を与えるだけでなく、幼児の考えていることを引き出す努力をす

ることだと言っている。一方、早期教育は、考える能力を育てる教育がされてい

ないという。「考える力」を教育するかしないかが大きな違いであるといえる。

本論における早期教育の定義

　無藤（1998）は、「小学校以降の学校教育に類した方式や目標を持って、乳幼

児期に子どもに意図的に教育するもの（p12）」としている。それには、胎教や乳

幼児向けの教育や、読み書き・算数などを教育するところ、英語教育、ピアノな

どのお稽古ごと、水泳などのスポーツ教室などがあげられるだろう。小宮山

（1995）は、早期教育は、小学校入学前までのこととし、対象となる年齢は、０

歳から６歳までで、保育園や幼稚園は除外するといっている。また、汐見

（1996）は、「特定の能力や技能の習得を意図して、できるだけ早い時期から開

始するという志向性をもち、働きかけに対する子どもの期待される反応を強く期

待して行われる、乳幼児への計画的働きかけ（p26）」と、さらに細かく定義して

いる。
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　以上の各々の定義を参考にし、本論では、「胎児から小学校以降の教育で、で

きるだけ早い時期から開始するという志向性を持ち、知的な教育、主にIQ注１を高

めることを意図し、働きかけに対する子どもの期待される反応を強く期待して行

われる、幼稚園や保育園を除いた教育」と定義づける。ここでは、お稽古ごと

や、スポーツ教室は除外する。これを踏まえて、以下の論文を記す。

第２節　早期教育の変遷

　現在は、「第２次早期教育ブーム」といわれている。日本における早期教育ブ

ームは、1970年代におこった。それが、「第１次早期教育ブーム」である。その

火つけ役は、井深大氏の『幼稚園では遅すぎる』という本であった。ここでは早

期教育の歴史を毛利子来・山田真（1994）氏の『ちいさいおおきいよわいつよ

い』を参考にまとめる。

　1960年代に、医師稲生恒軒が、『いなご草子』に胎教について叙述したのが早

期教育の始まりといわれている。しかしこの時代の胎教は胎児のものというより

も、妊婦の心得といったものであった。

　1700年代にはいり、1710年、貝原益軒が日本初の教育諸として『和俗童子訓』

を書いた。しかし一般の人々に教育という観念はなく、子供は「7歳までは神の

子」とされ育児はその命を守ることに限られた。

　1800年代前半、産業革命による農業社会から工業社会への移行を予測して、

人々が「よみ書きの能力の必要性」を感じ、アメリカで早期教育が流行した。

1876年日本初の官立幼稚園「東京女子師範付属幼稚園」が創設された。この時期

から現在に至るまで、アメリカを経由してはいってきた、「フレーベル主義」に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

IQ
注１

とは、intelligence quotientと言って日本語では知能指数という。「知能年齢（精神年齢）÷実

年齢×１００」で出される相対的な指数である。

基づく保育が展開された。フレーベルは「恩物」を使用した「感情・直感重視」
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の教育を唱え、早い時期の知識教育を否定している。

　1905年、フランスでA・ビネーが「ビネー知能テスト」を発明した。1936年、

J・ピアジェが『知能の誕生』を発行した。この著書の中で、幼児の精神生活に知

的側面があることを指摘している。「知能の発達は成熟と環境の相互作用であ

る」としたが、これ以後乳幼児の発達について「成熟説注２」と「環境説注３」が対

立する形となる。一方日本では、鈴木鎮一氏がバイオリンを用いた、「鈴木メ

ソッド」を開発した。鈴木氏は「世界中の子供が母国語を話していることから、

能力は生まれつきではない」とし、「訓練と教育による才能の開発」を提唱し

た。1955年「ヤマハオルガン教室」が開設された。

　1957年「スプートニク・ショック注４」、このショックによりアメリカは科学予

算を大幅に増やした。また、心理学・教育学者の専門家を収集して、「ウッズホ

ール会議」を開催して、理数科教育の振興や早期教育の在り方を討論した。1958

年、公文公氏が「公文数学研究会」（現在の公文教育研究会）を創立した。1961

年アメリカのJ・ブルーナーが『教育の過程』を発表し、「成熟説」を否定して、

優れた教育方法により、「レディネス注５」は作られると主張した。

　1962年、時実利彦が、『脳の話』を発刊した。これにより、教育が心理学から

大脳生理学への依拠転換するきっかけとなり、脳の発達のため早期教育の必要性

を説いた。1965年アメリカで「ヘッド・スタート」を計画した。これはアメリカ

で貧困を追放するために始められた早期教育計画である。中流階級と下層階級の

I.Q.の差に着目し、早期知的教育の必要性を印象づけた。一方日本では、伏見猛也

　　　　　　　　　　　　　　　

注２
成熟説とは、子供の脳や体の発達にはレディネス（準備状態。注６参照）が必要であるという

説。
注３

環境説とは、すぐれた教育法により、レディネス（準備状態。注６参照）は作られ得るという

説。
注４

スプートニクショックとは、アメリカとソビエトの宇宙開発戦争で、ソビエトによる世界初の

人工衛星打ち上げの成功で、アメリカが出遅れたことに衝撃をうけたもの。

（本田技研工業株式会社 モータースポーツ部、1998）
注５

レディネスとはある学習が成立しうるための準備状態をさす。例えば、書き言葉を学習するた

めには、それに必要な一定の身体的、精神的成熟状態に達していなければならないとする考えで

ある（村井、1987）。

氏が「英才教育研究所」を設立した。彼はアメリカのギルフォードの「知能因子
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説」に基づき、英才児を育てることを目的をした。現在でもギルフォードモデル

が早期教育用の教材として作成する早期教育機関や通信販売は多い。1967年、石

井勲氏が『大東文化大学幼少教育研究所』を拠点に「石井式漢字メソッド」を普

及させた。彼は「パターン認識」が強い3歳ぐらいまでの時期に漢字を教えると、

子供は苦労しない」と考えた。1968年「学習指導要領」の内容が増えた。小学校

で習う漢字が115個増えた。算数でも、文字式・関数・確率が小学校に下り、「詰

め込み教育」といわれた。そして1970年代に突入した。このころからコンピュー

ター、ビデオ、超音波などが発達し、胎児も研究の対象になるようになった。ま

た、受験戦争の激化、学歴信仰が強まった。1970年ソニーの創始者井深大氏が

「幼児開発協会を創設した。井深氏は、鈴木メソッドを教育理論に採用した。

「日本の将来は人材で決まる」ことを力説し、幼児教育を重視した。1971年、井

深氏が『幼稚園では遅すぎる』を発刊し、日本の早期教育の火つけ役となった。

ここから、日本の第１次早期教育ブームが始まる。1974年公文公氏の『公文式算

数の秘密』がベストセラーになり、これより以後1980年ごろまで、「公文教室」

が増大した。続いて1978年、七田真氏が「０歳教育友の会」を創設して、七田式

を提唱した。七田氏はアメリカの「ドーマンメソッド」を参考にした「七田式カ

ード」によるパターン認識の早期教育を開発した。それから1980年代、少子化傾

向に拍車がかかり、出産率が1.5人となった。子供の数の激減を予測して、教育産

業は「受験者対象」から、「幼児教育」へと対象年齢を下げた。また、核家族化

も進み、母親が相談する相手として育児雑誌がブームとなった。1980年代後半か

ら1990年代にかけて、偏差値教育の見直しの動きがはじまる。早期教育の在り方

に疑問をもち始める人が増えた。しかし、その一方で中高で受験が無いエスカレ

ータ式の私立幼稚園小学校の人気がでて、その受験テクニックを習得できる早期

教育に走る母親が激増し、第2次早期教育ブームとなる。そして、現在、早期教育

の弊害を指摘し、見直そうという意見がある一方でまだまだ早期教育の過熱ぶり

は冷めていない。
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第２章　早期教育の実例

第１節　 ステップ知能開発教室

ステップ知能開発教室を訪れて

１）研究方法

　1998年3月26日、午後１時30分にステップ知能開発教室仙台教室を訪れた。友人

に３歳子供がいるので、その友人の代わりに説明を聞きにいくという設定で電話

で予約をし見学させてもらうことを許可され、訪れた。マンションの一室で利用

しての教室であった。待合室に通され、ステップ知能開発教室の創設者である武

者まゆみ氏から、ステップ知能開発教室の説明、心得、新入会の父兄へのもの、

ステップ通信、指導予定表の５つのプリントを渡された。それらに沿って、ス

テップ知能開発教室についての説明を受けた。約30分ほど説明を受け、いくつか

質問をし、その後10分程、実際に授業を見学させてもらった。

２）訪れてわかったこと

２）-１、ステップ知能開発教室とは

　今から11年前の1987年に、武者まゆみ氏が仙台にステップ知能開発教室を創設

した。武者氏は、東京都にある英才教育研究所の研修をうけ、資格検定で合格

し、現教室を開き、現在に至る。創設者の武者氏は以前東京に住んでいた。武者

氏には二人の子供がいて英才教育研究所に通わせていた。しかし、夫の転勤で仙

台に移住することになり、仙台でも早期教育機関を探したが、見つからなかっ
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た。よって、自分で教室を作ること考え、現在のステップ知能開発教室を創設す

ることになった。ステップ知能開発教室は英才教育研究所の指導方法や、考え方

を導入し、２歳児から小学６年生までを対象としている。英才教育研究所で開発

しているギルフォード知能構造論に基づいた知能開発教材を使い、言葉や文字の

暗記などのひとつのことに偏らず、脳のいろいろな部分に刺激が与えられるよう

に工夫しているそうだ。

　ギルフォード知能構造論とは、知能には「領域」「所産」「働き」の三つの側

面があるとし、それぞれがさらにいくつかの要素で構成されている（赤木、１９

７９）。「領域」とは物事を考えたり、情報を処理する場合に使う手段をさし、

図形、記号、概念、行動、聴覚の５種類を指す。「所産」とはさまざまなことを

関係づけて処理する方法の種類で、単位、分類、関係、体系、転換、見通しの６

種類に分かれている。「働き」とは、いわゆる知能そのものの働きで、認知、記

憶、拡散思考、集中思考、評価の５種類から成っている。そして、それらがさま

ざまに組みあわさってできる120の因子により知能は成り立っているという考えで

ある（コスモトゥーワン・編集部、1998）。

　知識を得ることよりも、考える能力を優先し、公式などを覚えることよりも問

題を解いていく過程を重視している。武者氏（1998）は「頭脳の器をしっかり作

れば、独創的な思いつきや、自分で解決策を見い出す力が身につく」といってい

る。今でも英才教育研究所の研修を年に二回、出席しているそうだ。

　

２）-２、指導方法

　授業は最初、30分から始める。慣れてきた頃の一ヵ月くらいから45分授業にし

ていく。慣れるまでは、親同伴の授業をするが、基本的にはマンツーマンの姿勢

で授業に取り組む。

　この教室では、いかに考えるかというプロセスを大事にしている。学習塾のよ
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で、半年後、１年後を見据えた学習プランが立てられるという。

公文式学習法「ちょうどの学習」

　公文式が挙げている学習法は、「ちょうどの学習」、つまり、「一人一人の学

力に合わせた個人別学力別の学習」である。

　公文式の教室では、まず子供の学力診断を行い、その子供が確実に無理なく100

点をとれる教材を選ぶ。そして、そのプリント教材で100点を取るまで、何度も同

じプリントを繰り返す。100点がとれるようになると、今度は、それぞれの教材に

設定されている標準完成時間内に終らせるまで繰り返し、「正確さ」と「時間」

がクリアされたことでその項目を完全に理解できたと判断する。この「正確さ」

と「時間」の２つの軸による立体的な学力判定方式を使うことで、生徒の学力を

合理的かつ正確に判定することができるという。

　個人別、学力別の学習なので、ほかの子供の進度を気にせずに本人の理解度に

あわせて進められるようになっている。

公文式学習法「自学自習」

　基本は、生徒の自学自習にある。どうしてもわからない場合に指導者のアドバ

イスを受ける。黒板に向かって指導することはない。生徒は週に二回教室に通

い、それ以外の日は教室から出された宿題を家庭で学習する。自分の力で学び、

進むことが教育の本質であると公文式は考えている。
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公文研究会の考え

　公文研究会は、公文式の学習法で勉強する子供は「決して無理をせず、学習に

苦痛を感じることもなく、いつでも喜びをもって学習できる教材を積み重ねるこ

とで、習熟度、集中力、挑戦意欲が深まり、いつしか年齢や学年を超えた高い能

力が身についていく」（p149、コスモトゥーワン・編集部、1998）と考えてい

る。

（２）公文式の特徴

（２）-１砂上の研究方法

　ここでは、無藤の文献（無藤、1998）と、そのなかで詳しく引用されている砂

上（1996）の研究を基にその特徴をまとめる。

　砂上は、ある公文式の教室での乳幼児（０～６歳）を対象とした学習場面を観

察した。観察対象となった教室では、乳幼児が35名程通っており、３歳以下で

は、一斉学習とならんで、プリントによる個人学習も行われていた。３歳からは

ほとんどの子供はプリントを用いての個人学習に移るので、３歳までの一斉学習

はプリント学習への導入という意味合いをもっている。

（２）-２　プリント学習について

　

　一つの例は、４歳の女児が何枚かプリントをやったあと、まだやらなければい

けないプリントがあるのに、終わったことにしようとした。しかし、結局母親が

女児の前にプリントを出すと、やりはじめた。母親の話では、子どもは自分で毎
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日するプリントの量を決めていて、親としてはなるべく無理強いしないようにし

ているが、最近はプリントに印刷されている数や文字が多いとそれだけで負担に

感じるらしいということだった。これらの例について無藤（1998）は「プリント

学習を進めることで、毎日一定の枚数をこなすという意味での学習習慣を身につ

けることが達成されつつあることが分かる（p73）」といっている。

　一方、別の例からは３歳の女児がプリント学習をしている途中で残りの量を気

にして、遊びにいきたがっている様子が見られた。友達に遊びに誘われたことも

あり、残っているプリントを焦ってやりたくないとかんしゃくを起こしたよう

だった。また、絵を描くのが好きな３歳の男児の例がある。算数のプリントをし

ていたが、途中で遊びたいといいはじめた。指導者はその生徒のために落書き帳

を渡し、プリントを中断させる。落書き帳に描いた絵の下に日付などを書き入

れ、その絵に平仮名でその描いたものの名前を書かせた。　それらの例に関し

て、無藤（1998）は、「毎日一定の枚数をこなさなければいけないということ

は、子どもに時に負担であり、また親や教師がやるように仕向けることは決して

容易なことではなく、励ましたりおだてたり時に押つけたり、別な例などでは褒

美を与えるということも見られる。また、学習がプリントの枚数を消化すること

と等しくなっていることも明らかだ。（p73）」といっている。

（２）-３　「わかる」より「できる」を優先する方式について

　公文式の教室では、まず子供の学力診断を行い、その子供が確実に無理なく100

点をとれる教材を選ぶ。そして、そのプリント教材で100点を取るまで、何度も同

じプリントを繰り返す。このことに関する例として、６歳の男児のものがある。

その男児が祖母から教えてもらった公式を使ったところ、公文式教室の指導者

は、公式ではなくて、簡単な式で考えるように指導していた。詳しい理屈の説明

はなく、答えだけを出すやり方を繰り返していた。算数や数学において、計算で
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答えを出せるか、それとも、その理屈が分かるか、どちらを重視し、優先させる

かといえば、公文式は前者である。コスモトゥーワン・編集部（1998）は、公文

式教育の創始者の公文公氏が、公文式教育法を始めたきっかけは、彼自身の長男

に算数・数学を教えたのがきっかけであるといっている。子供が数学嫌いになる

原因が計算不足にあることに気づき、計算問題だけに絞って、自習方式で教育し

たところ、長男の毅氏は小学校６年生時には微分・積分が解けるようになったそ

うだ。その子供の学力に合った問題を自学自習で無理なく進めることにより、学

年を超えてどんどん学力を伸ばしていけると考えた。

　しかし、無藤は、「小さな年齢で相当上のレベルの計算ができたからといっ

て、理屈まで分かっているのではなく、計算ができると自然に理屈まで分かると

いう議論には無理があるようだ（p76）。」といっている。また、「特に計算手続

き、それも暗記に基礎を置いた方式が、その後理屈を理解するのに役立つのかど

うかははっきりしない（p76）」と否定的にとらえている。ただ暗記することが、

理解を豊かにするとは考えていないのだ。

　国語のプリントをする４歳の女児の例では、ある物語を音読し、その内容を要

約した文章を視写し、内容についての質問に「はい／いいえ」で答えるというも

のがあった。無藤はその例に対して、子どもは、挿絵などの影響で内容を誤解し

ているところもあったが、想像力を働かせて楽しんでいるようだと分析してい

る。しかし、子供がいろいろ想像力を働かせていることは、公文式での教育とし

ては余計なことであり、解答するにあたってその想像力は意味があるとはされて

いない。国語のプリント学習としては文章の音読と視写と「はい／いいえ」で答

える範囲の内容理解であるからである。

（２）-４　公文式教室の様子を眺めて

　公文式の塾の方針の具体的な表れを上記の（２）-１、（２）-２で見てきた。
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無藤（1998）は手順を順序よく除々に覚えていくのは、子どもにとって簡単であ

るから、「計算の技能や文字の読み書きを早期から教育することには成功してい

るように思われる（p78）」と肯定的に述べている。しかし、「そのような手順の

習熟が深い理解をもたらすかどうかは疑わしい（p78）」というような否定的な考

えが結論であるようだ。

（３）考察

　公文式教室の普及度は日本だけでなく、海外にも広がっており、それだけ人々

に認めらている。テレビコマーシャルが度々放映されていることもあり、知らな

い人は少ないと思われる。それだけに、信頼し、自分の子供を公文式に託そうと

いう親もたくさんいるし、これからも増えていくであろう。しかし、これだけ普

及し、たくさんのひとが公文式教育法で勉強したのにもかかわらず、公文式が期

待している程頭がよいという人が多いとは思えない。現在の社会の功績者の中に

公文式のおかげで高い能力をつけたという人をあまり聞かないからである。公文

式の個々の子供の能力に合った「ちょうどの学習」が、本当に子供の限りない可

能性の潜在能力を引き出しているかどうかは疑問である。

第３節　その他の方式

　その他にも様々な早期教育がある。ここでは、コスモトゥーワン編集部

（1998）が編集した『天才児をつくる全情報』を参考に、それらを簡単に紹介し

ておく。
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ドーマン式幼児開発法

　アメリカのフィラデルフィアにある「人間能力開発研究所」を主宰するグレ

ン・ドーマン博士は、脳障害の治療法を開発し、世界に知られるようになった。

また、脳障害児だけでなく、健常児の能力も伸ばす方法を発見した。それが「ド

ーマン式」幼児開発法である。「ドッツカード」を使って幼児に算数を教える方

法が有名で、現在でも多くの早期教育機関で取り入れられている。

　人間能力開発研究所で直接指導するのは、幼児ではなく、母親である。そし

て、知性を伸ばす３つの鍵は、読み方、百科事典的事柄、算数であると考えてい

る。それらの指導にはすべてカードを使う。プログラムのすべてを教えるのが最

善であるが、もし、一つしか教えられないなら「読み方」を選択すべきだといっ

ている。「読むこと」がすべての学習の基本であると考えているからだ。

スセディック式胎内教育法

　スセディック式胎内教育法は、アメリカに在住するスセディック夫妻が提唱し

ている胎児教育法である。夫妻は、彼ら自身の４人の子供にこの教育法を実践し

成果を上げた。胎児教育の先駆者として世界中で知られている。

　基本理念は、「母親が胎児と一緒に考え、イメージすることで赤ちゃんの脳を

刺激し多くを学習させる（ｐ３９）」である（コスモトゥーワン編集部、

1998）。

　妊娠期間を前期、後期とわけ、前期は、母親と胎児の状態を良くするよう心が

け、後期は、フラッシュカードという白い画用紙にカラフルな色を使って言葉や

文字、数字、図形などを描いたカードを用いて、ひらがなやカタカナ、アルファ

ベットなど正しく発音しながら指でなぞり、その形や色を心に焼き付けるように

視覚化して文字のイメージを胎児に伝えるという。前期、後期を通して常に胎児
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に話しかけることを心がけるようにすることを強調している。

三石式早期才能教育法

　三石式早期才能教育法は、言葉の力がすべての学力の基礎となるという考えを

基本とし、幼児期にすべての常用漢字、ひらがな、カタカナの読み書きが十分で

きるようにすることは容易であるといっている。すべては親次第であるというこ

とである。

 　乳幼児や幼児に教えるのにいちばん有効なのは、「カード」でり、そのカード

を、親が作り、毎日子供にパッパと見せていく（これをフラッシュするという）

というのが基本的な教育法である。

　三石早期才能教育法を考え出した三石由起子氏は『奇蹟の子　ドーラン』の翻

訳をきっかけに、早期教育の重要性を認識し、それ以来、さまざまな早期教育の

理論や方法を徹底的に学び、独自のアレンジを加えた「三石メソッド」を体系化

した。そして、それを三石氏自身の二人の子供に実践し、すばらしい成果を上げ

たことから、一般の子供たちにも三石メソッドによる個人教授をおこなうように

なった。

井深理論によるEDAペア・スクール

　EDAペア・スクールは、財団法人幼児開発協会で行っている。幼児開発研究会

（EDAペア・スクール、Early Development Association）は、1969年に井深大氏が

設立したものである。

　井深氏は、子供の性格は3歳までの育て方次第であり、素晴しい可能性を秘めた

乳幼児にとって最も身近な存在である「母親」が最も重要であるといった、「井
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深理論」と呼ばれる考えを出版と言う形で世間に公表した。

　幼児開発協会の考えのポイントは、それが知能を伸ばすことの重点を置いた教

育では無く、子供の心の基礎作りに重点が置かれていることであるという。そし

て、そのためには、家庭、そくに母親の役割が重要であると考えて、育児の担い

手、人間づくりの担い手である母親たちへの「母親開発」に力をいれている。

　実際の教育の方法としては、「パターン認識注7」の考をの導入している。

七田式早期教育

　七田式早期教育は、七田真氏が提唱しているものである。七田氏は、1949年こ

ろから、人間の素質、性格、才能、脳の発達をテーマに研究を続け、1951年に、

大正年間に出版された『英才教育の理論と実際』（岩竹乙造著）を見て、０歳教

育を始めるきっかけになったという。それから「才能逓減の法則注８」の理論を知

り、以来、研究資料の収集や研究をし、1978年に「０歳教育友の会」を創設し

た。その後、1983年に「七田児童研究所」を設立した。現在では、七田チャイル

ドアカデミーなど、全国に七田式教育が広がっている（七田、1993）。七田チャ

イルドアカデミーは、全国に280教室あり、18000人の児童が通っているという

（七田チャイルドアカデミー、1998）。フランチャイズ方式で幼児を対象とした

教育を行っている。また、オリジナル教材や、ビデオ、書籍なども製作してい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　

注7
パターン認識とは、覚えようと考えずに同じパターンを繰り返すことにより自然に覚えられるこ

とをいう。
注８

才能逓減の法則とは、教育は早く始めるほど高い能力が育ち、才能が伸びる可能性は年齢とと

もに急速に減っていくというもの（.村松・吉木、1990）。
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家庭保育園

　家庭保育園は、日本学校図書株式会社が開発した教育システムである。いろい

ろな早期教育の実践記録や胎児や幼児の最新の脳研究をもとに、胎教や幼児期に

おける教育環境、両親の考え方などを調査し、研究して独自の英才開発教材とプ

ログラムを開発したという（日本学校図書株式会社、1999）。家庭保育園には、

５つのシステムがあり、絵本やドッツカード、CDや英語教材など、様々な教材を

売り出している。内容を見ると、ドーマンのドッツカードや、ジツコ・スセデ

ィック氏の胎教、カール・ビッテの早期教育など、いろいろ取り入れているよう

だ。

　日本学校図書株式会社（家庭保育園）と七田式とは、３年ほど前まで、共同で

教材を開発していた。しかし、 いくつかの方針の違いにより、今では、別れて教

育システムを開発しているという。七田式と家庭保育園は、０歳児からの教育と

いうことで、似ている教材がいくつかある。その違いは 、 たとえば、ドッツカー

ドが家庭保育園では、発案者であるグレン・ドーマン博士のオリジナルの教材を

採用している。 七田式では、ドッツカードを、新しく社内で開発した。もう一

つ、家庭保育園の特徴は、アフターフォローシステムを 料金を押え、一本化して

いるということである。フォローは、知育のための指導プログラムの他、運動乳

幼児のための食事、しつけのこと、子育てのこと、心を育てること、母親学な

ど、総合的に学べるように充実した内容にしているという。

　　

こどもちゃれんじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　こどもちゃれんじは、ベネッセコーポレーションが刊行している通信教育の雑

誌である。「こどもちゃれんじ」は、１歳から６歳までの幼児と、その家族を対

象とした通信講座である。幼児の発達段階に応じて、１～２歳児向けのこども

ちゃれんじ「ぷち」から順に、「ぽけっと」「ほっぷ」「すてっぷ」「じゃん
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ぷ」と５つのコースがある。 教材は、発達心理学をはじめとする専門家の意見を

もとに、アン ケート調査や、消費者である家庭の意見をまとめ、制作したもので

あるという。ビデオや絵本、玩具、音声教材など、親子が一緒にバラエティ豊か

な体験学習を 繰り返し楽しめる構成にしているという。

　ねらいは、 幼児期の成長に必要な知識や情操を自然に身につけさせ、子供の

様々な可能性を伸ばすことであるといっている。 

　新しい事業展開として、イベントの開催やミュージックビ デオの商品開発など

も行っている（Benesse Corporation、1997)。 

考察

　最近の知的早期教育の特徴は、大脳生理学の考えである才能逓減の法則と、右

脳教育という２点があると思われる。教育産業会が新しい市場として開発した早

期教育であるが、企業同士の競争も激しいらしく、「独自の教材」と主張しなが

らも、他社の良いところなどを取り入れながらよりよい教材を制作しようという

姿勢がみられる。このようにして、早期教育産業はさらに、良い教材、良い指導

法を探り、早期教育産業会内で独自の方向へ進んで行くのであろう。
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第３章　早期教育機関側の考え

　ここでは、いくつかの早期教育機関の主張するメリットや、理論などをまとめ

る。

第１節　大脳生理学に基づく早期教育の効力

脳の発達のしくみとその働き

　まず、　最近のアメリカのスタンフォード大学とカリフォルニア大学の共同研

究で明らかになったという、脳の発達の仕組みやその働きをコスモトゥーワン編

集部（1998）の『天才児をつくる全情報』に基づきまとめる。

　脳は、大きく分けると、大脳と小脳、脳幹に分けられる。人間が最も発達して

いる大脳は、皮質下核と大脳皮質に分かれるが、大脳皮質はさらに古い皮質と新

しい皮質にわけられる。種族を維持したり、子供を育てたりという本能や感情に

関わるのが古い皮質で、下界に適応していくために人間だけが非常に発達してい

るのが新しい皮質である。普通、脳というと大脳を指し、中でも重要な働きをす

る新しい皮質を意味している事が多い。

　脳は主に神経細胞とグリア細胞でできている。神経細胞は情報を伝える重要な

働きをしている。グリア細胞は神経細胞に栄養を補給したり、傷を直したり、神

経細胞の補助的な働きをしている。

　大脳皮質の神経細胞の数は約140億と言われ、人によってその数に差はほとんど

無い。神経細胞とその他の神経細胞との違いは、生後、減ることはあっても、増

えることはないという事である。

　脳の機能単位である神経細胞は、中心部分である細胞対から樹状突起と呼ばれ

るアンテナのような枝を無数に広げて他の神経細胞と接続し、情報を受け取って
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いる。また、細胞体からは、もう1本の長い突起（軸索）が伸びているが、情報は

電気信号（インパルス）として軸索を通ってほかの神経細胞などへ伝えられる。

　神経細胞と神経細胞をつないでいる接続部をシナプスという。突起の先に鳴子

のシナプスで人計細胞同士が互いに結び付き、複雑な回路もうを作り出すことに

よって、情報は次から次へと伝わり、脳の中を駆け巡る事ができる。つまり、脳

の働きとはこの神経回路によって生み出されている。

　ひとつひとつの神経細胞にはそれぞれ数十個からから数万個のシナプスがある

といわれているが、生まれてすぐは、このシナプスの数が少なく、神経細胞の

ネットワークがわずかしか作られていないため、脳は十分に働くことができな

い。

出生直後の大脳

　しかし、出生直後からシナプスの数は急激に増え、神経細胞同士のネットワー

クが次々につくられ、脳は急激に発達していく。この結果、生まれたときには平

均で400ｇという脳の重さが1年で倍の約800ｇになり、3歳で大人の脳の約80％

に、6歳ではほとんど大人と同じ大きさにまで成長する。つまり脳の成長は、複雑

な神経回路網を完成させていくプロセスの中で、樹状突起が四方八方に伸びた

り、シナプスの数が増えたり、神経細胞を支えるグリア細胞が増えていくからで

ある。

　最近の大脳生理学の研究によれば、こうした脳の成長は、生後にあたえられる

環境からの刺激によって、大きく変化することが分かってきている。しかもその

変化が最も起こりやすいのは誕生からの数年間、すなわち乳幼児期だというの

だ。

　刺激が与えられ神経細胞が働くとシナプスの数が増えて回路をより密にしてい

く。良く使われる回路はつながりが強固になるが、あまり使われない回路はシナ
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プスの働きも弱まり、極端な場合には神経細胞までが死んでしまうという。

　特に発達している脳の可塑性注９には臨界期があり、その時期までに刺激を受け

ないと正常な機能が発達せず、学習能力などが著しく劣る時期があるといわれて

いる。視覚についての研究によると、2歳半くらいまでものを見せずにいると、ほ

とんどものが見えなくなるということがわかっている。言葉や音感、運動などに

もそうした臨界期があるといわれている。大人になってからでも脳を使うことで

シナプスが増え、回路のつながりがより強くなるが、そのスピードはゆっくりで

あり、幼児期のような急激な変化は起こらないという。

　そうしたことから、誕生直後、またはそれ以前からの脳の発達の段階に合わせ

て見たり聞いたりさわったりといったたくさんの刺激を与え、シナプスを増やし

て神経回路を密にして行くことが大切であると考えられている。

早期教育機関の考える才能逓減の法則

　大脳の発達を年齢で見ると、第１の段階が１歳頃まで、第２の段階が３歳頃ま

で、第３の段階が６歳から７歳まで、そして第４の段階がそれ以降となっている

（三石、1990）。脳が急速に発達を遂げているのは第２の段階までで、3歳頃まで

が環境から与えられる刺激により脳の働きの可能性を大きく左右してしまうとい

われている。これが早期教育側が着目し、早期教育の重要性を説く根拠のひとつ

となっている。

　三石（1990）は、１歳ですべてが終わるわけではないが、第２の段階まで、そ

の中でも２歳までが重要な時期であるから、「放っておいても子は育つ」という

考えではいけないと言っている。乳幼児時代からの「才能教育（三石式の早期教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注９
脳の可塑性とは、脳の神経回路が外部からの刺激によって変化するという性質のこと。

育のこと）」の重要さは、大脳生理学に基づいた確かなことであるから自信を

27



もって取り組めと、母親達に早期教育をうながしている。

　頭脳の成長をよくすると、身体の成長が良くなる事実があるそうだ。この時期

を活用することで、脳障害児であっても優れた脳細胞を持つようにすることがで

きるとも言っている（七田、1993）。

　井深（1991）は、３歳までに外からの刺激を受け止め、パターン化し、記憶す

るといった、もっとも基本的で重要な情報処理の仕組みができ、思考、意志、創

造、情操など、つまり３歳までにできたものをいかに使うかという働きが３歳以

後にできるといっている。３歳までをコンピューターでいう「ハードウェア」、

３歳以後を「ソフトウェア」としている。３歳までにつくられるハードウェア自

体の精度がよくなければ、いかに使うかというところをいくら訓練しても良い結

果が得られないのだという。

　才能逓減の法則は、胎児にも当てはまり、教育を始める時期が最も重要なポイ

ントになる。村松・吉木（1990）は「２歳よりも１歳、１歳より０歳、０歳より

胎児というように、天才児を育てられる確率は、教育を始める時期が早ければ早

い程高くなっていく」と述べている。七田（1993）は、胎児の脳についても言及

している。アメリカのスタンフォード大学とカリフォルニア大学の共同研究で発

表されたねずみの実験で、生まれる前からの刺激が、特に賢いねずみを育てるこ

とが分かった。それは、胎児の脳にはプロトブレイン（ Protobrain= 原型脳細胞）

と呼ばれる、誕生時には消えてしまう多くの細胞は、胎児教育をすることで消え

ずに残り、通常消えてしまい用いないでいる脳細胞が、使えるようににすること

でとても吸収力のよい、賢い脳細胞が育つという原理が見つかったということで

ある。七田（1993）は、胎児の脳は、誕生時には大人の25％の大きさであるが、

満１歳の乳幼児の脳は大人の70％の大きさで、脳細胞は70～85％が出来上がって

いるという。生まれて１年になるまでの時期を脳成長特別期といい、この時期の

脳はどの時期よりも吸収力があり、環境から影響されると言う。早期教育機関

は、胎児も教育が必要であると考えている。年齢が低ければ低いほど、その才能

の可能性が高くなると考えている。
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右脳教育

　人間の脳には右脳と左脳があり、左右で機能が異なることが明らかにされつつ

ある。右脳は空間的能力に優れ，左脳は言語的能力に優れていることが分かって

いる。（広島市立大学 情報科学部 情報数理学科、1998）これは、1981年にアメリ

カのカリフォルニア工科大学のロジャー・スペリー教授が研究を発表し、ノーベ

ル賞を取ってから知られるようになった（新津靖、1999）。スペリーは重傷のて

んかんの治療のため、右脳と左脳をつないでいる脳梁を切断した患者で右脳、左

脳の機能を研究した（村松・吉木、1990）。

　左脳は言葉、計算、分析、整理など、知的、論理的な思考をする脳である。理

論で働く脳である。一方右脳は直感に関係している脳で、音楽、感情、信仰、物

事の全体像など、言葉では言い表せないものを受け止めると言われている。いい

かえれば、左脳は知る、わかる、右脳は感じる働きをもっている。右脳が発達

し、直感力が高まると、左脳も効力を発揮できるということだ（村松・吉木、

1990）。

　人間には右脳タイプと左脳タイプの２通りがある。右脳タイプは常識にとらわ

れないで、直観的に判断する。創造的で独創的である。一方左脳タイプは理屈で

考えるタイプで型にはまり、自由な発想があまりできない。高度成長時代、組織

で管理し、画一性が求められた時期には左脳タイプが良いとされたが、低成長期

の今、画一的な発想の人間ではなく、感性のある人間でないと通用しない（村

松・吉木、1990）。

　村松・吉木（1990）は、「真の幼児教育とは豊かなインプットで大脳の働きを

良くし、大容量のデータベースを作るものでなければならない（p147）」といっ

ている。その真の幼児教育というのは、脳の成長が著しい時期に行う右脳開発の

早期教育である。幼児教育で気をつけることは、右脳が発達するときには右脳

を、区別や論理的理解など左脳の働きが育ってくる時期になったら左脳を刺激す

るというバランスが必要であるという。右脳の働きが活発なのは幼児期で、左脳
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の論理的思考が働き出すのは小学校以降である。（村松・吉木1990）。人間の頭

は、生まれてすぐ右脳から開かれ、０歳から３歳までは左脳はあまり開かれず、

右脳が優位に働くと七田（1993）はいう。三歳以降は、左脳が優位脳、右脳が劣

位脳に転じるのだそうだ。だからこそ、乳幼児期の右脳が発達している時期に適

切な右脳教育が必要なのだという。右脳に人間の優れた能力が隠されていて、０

歳に近ければ近いほど高度の能力があり、学習意欲も旺盛であると考えている。

しかしその優れた能力は6歳を過ぎると全く失われてしまうそうだ。だから、とり

わけ右脳が働く０歳の時から親が働きかけるべきであり、毎日ごくわずかな時間

続けることで、必ず心身ともに優れた子供に成長するという。

　右脳には、「一目で多くの数を言い当てる能力」、「複雑な計算を計算機より

速くやってのける能力」、「一目で１ページを記憶する能力（直感像の能

力）」、「カレンダーの曜日をいつの年のでも瞬時に言い当てる能力」、「ESP

の能力（テレパシー、透視力、触知力、予知力など）」、「言葉をコンピュータ

ー的に覚える能力」、「絶対音感の能力」など、たくさんの能力が隠されている

という。その能力を開発できるのも、右脳優位である、３歳までが決め手になる

のだ（七田、1993）。

　

第２節　早期教育の教育内容

　新生児の知的能力は最高であり、開発されないと早期に退化してしまう。知的

教育を怠れば、知的能力に乏しい、ぼんやり型の子供になる。詰め込み型のガリ

勉教育をすると、定年後に早期にぼける（中村、1996）。大脳生理学を理論的根

拠とし、早期教育機関では、乳幼児の知的教育を、遊び中心の、右脳を使った教

材で行っている。右脳教材の特長は、繰り返しの好きな幼児に適し、覚えようと

考えずに同じパターンを繰り返すことにより自然に覚えられる。それを「パター

ン認識」という。パターン認識というのはカメラでうつす映像のようなものであ
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る。そのパターン認識を利用したのが「パターン教育」である。パターン教育の

特徴は「理屈抜きにみせる」「繰り返す」「結果は忍耐強く待つ」の３つであ

る。繰り返し刺激を与えてやることで自然と開ける（村松・吉木、1990）とい

う。右脳は容量がが大きいのでいくらでも覚えられ、長くかけて覚えるので記憶

が長持ちする。遊びの形態にしやすい。理屈で理解して覚える左脳教育の教材と

比べて、覚えるという努力がいらないため、脳の負担が少ない（中村、1996）の

だ。その「パターン教育」に適切なのが、「カード」である。さまざまな早期教

育機関でカードを使った早期教育が行われている。

カードでの早期教育

　「カード」には何種類かあって、グレン・ドーマンが発明し、さまざまな早期

教育機関で使われている「ドッツカード」や、ドッツカードからヒントを得て開

発された「脳活性化訓練カード」、子供の超能力を引き出すという「ESPカー

ド」などである。

　基本的なカードの使い方は、一枚一秒の間隔でパッパッとめくって見せてい

く。これを、「フラッシュする」という。すると、この速さに左脳はついていけ

ないので、引っ込んでしまい、右脳に働きを任せる。すると、子供たちが生来

持っている右脳の働きが優位に働いて、一目で記憶する能力や透視力などを開く

ことができる。右脳が優位に働く習慣づけをすることが狙いである。

　まず、元祖であるドッツカードの説明をする。ドッツというのは点のことで、

ドッツカードは30センチメートル四方の厚紙に、1から100までの数の赤い丸（直

径1センチメートル）を貼った100枚のカードである。

　このカードを乳幼児に１枚１秒の間隔で「1、2、3、4…」といいながら、フ

ラッシュして見せる。１回に見せる枚数は10枚、時間にすれば10秒で、これを１

日３回くらい、赤ちゃんの機嫌のいい時に見せる。10日たったら、1のカードを捨
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て、11のカードを加えて、10枚1組にして見せる。翌日は、2を捨て、12のカード

を加えるという作業を繰り返す。こうすると、赤ちゃんの頭には、25のカードで

も99のカードでも、一目でその数が読み取れるようなソフトが仕込まれるとい

う。

　次にドッツを始めて一月半がたったら、足し算を教え、さらに半年たったら引

き算、掛け算、割り算まで教えてしまう。すると、その赤ちゃんは、まだ口も聞

けないのに算数の四則の混合算が瞬時にできる、生来持つ天才的計算能力を示す

ようになるそうだ。

　実際に1歳5ヵ月の乳幼児が小学校5年生の問題集を解いていたり、生後４ヵ月の

乳幼児が、ドッツの数当てで、二者択一（どっちのカードが正解か正しい方を取

らせる方法）で100％成功するという。

　ESPカードは５種のマークが描かれたトランプ大のものである。これを子供た

ちに配り、机の上に裏返して並べさせ、表を見ないで、指導者が言ったカードを

取らせる。絵カードのフラッシュをすることから右脳を育ててきた子供たちは、

ほとんどが高い確率でESPカードを当てるようになるという。七田（1993）によ

ると、このESPカードによる訓練によってトランプの神経衰弱遊びが100％正解

の、超能力を使える子供が育つという。

　

第３節　知能因子を刺激する教育法

　 第２章第２節の２）-２で、知能構造論を取り入れたある早期教育機関について

述べた。再度簡単に説明すると、知能構造論は、アメリカのギルフォード博士が

発表したものであり、脳には120の知能因子があるというものである。

　この教育法を実践し始めたのが、英才教育研究所のの創始者でもある伏見氏で

あるが、ここでは、年齢、能力を考慮して８段階の教材がある。粘土や、パズル

など、指を使ったり、さまざまな形で知能因子を刺激する。指は第２の脳といわ
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れ、知能の発育には欠かせないものである。指先を司る能の部分は言語中枢と密

接な関係があるからだという（三石、1990）。

　この知能構造論に基づいての教育法は、言葉や文字の暗記などのひとつのこと

に偏らず、脳のいろいろな部分に刺激が与えられることで子供の知能が開発され

る（コスモトゥーワン編集部、1998）。

第４節　親子関係の深まり

　早期教育をする前と後では、子供にかける時間がずいぶん違う。早期教育をす

ることは、子供への働きかけの時間が多くなるので、以前よりも子供とのふれあ

い、スキンシップが増えて、親子関係が深まったという報告もあるという。乳幼

児にとっては、母親が愛情をこめて遊んでくれる時間が増えるということはとて

もうれしいことなのだ（コスモトゥーワン編集部、1998）。

第５節　ＩＱ140以上の子供が育つ

　 D.Wechslerは、「知能」とは「目的的に行動し、合理的に思考し、環境を効率

的に処理する、総合的または全体的な能力」であると定義している。ここでいう

全体的な能力は、通常、知能検査により測定され知能指数(ＩＱ)という数字で表

されるものを指している。ＩＱが高ければ「頭が良い」ということになり学業成

績は優秀であるということになる。つまり、知能指数(ＩＱ)と学力との相関関係

が高いことは明らかであり、将来の知的達成レベルの予測には役立つというわけ

である。

　家庭保育園（第２章第３節参照）では、独自の教材、育て方により、ＩＱ140以

上の「天才児」が75.3％の確率で育つという。右脳の働く期間を重視し、この活
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性化につとめた結果、普通の子供はＩＱは100から120位しかないのに、IQが150か

ら200という子供が続出したという。だからこそ、小学校入学までに子供たちがど

のような教育を受けるかが大事であるという。

　家庭保育園のホームページ（http://www.d1.dion.ne.jp/̃titan_/）によると、ＩＱは

日進月歩変わるものではなく、4才でＩＱが140であれば生涯を通じてあまりかわ

ることがないという。また、ターマンの研究によると、ＩＱ140以上の学生1000人

を半世紀に渡って調査した結果、経済的にも安定し家庭にも恵まれた生活を送っ

ていたことが分ったそうだ。ＩＱの高いひとは幸せになるといっている。 
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 第４章　早期教育の問題点

　　ここでは、早期教育否定派の人や、否定してなくとも、早期教育のなかに疑

問を感じている人の考える早期教育の問題点を挙げ、まとめた。　

第１節　遊びがなくなることの弊害

本来の遊びと早期教育の遊びの違い

　幼児教育には「子供は遊びの中で育つ」という大命題がある（加藤、1995）。

早期教育でも、その遊びを中心とした教材を開発していることは、第３章でも紹

介した。しかし、本来の遊びと、早期教育の遊びを取り入れた教材をすることで

は本質が違うという。

　稲野（1996）は、早期教育のほとんどは、パターン化し、それに正確に反応す

るという受け身の学習、訓練でしかないといっている。学問は、問題を解くなか

でのドキドキするような感覚があり、喜びがあるはずである。しかし、早期教育

にあるのはパターン化した問題に数をあてはめ、当たっているか、点数が上がっ

たかというような満足感でしかない。早期教育側は、子供たちの中に育つ「能

力」を、「できる力」と「わかる力」に分解し、「できる力」にのみ働きかけよ

うとする傾向がある。しかも、その場合、「パターンエイジ」というべき乳幼児

期には、大人たちが準備したさまざまな学習「パターン」を「丸暗記で理屈無し

に覚えること」が大事であるという主張の下、子供たちに受動的学習をしいてい

るところが特徴である（加藤、1995）。

　幼児の遊びの世界は、意味や価値の世界と無関係なところで展開される世界で

ある。それに対して早期教育の世界は、この社会がもっている価値や意味の世界

を体系化・記号化して子供の中に入れて行くことで成立する世界である。遊び体
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験は、自分の感情や要求に従いながら、子供自身が「内的ルール」を作り上げる

ことで成立する世界であるのに対して、早期教育の場合は、外部で準備された活

動を受動的に受け入れることで成立する世界である（加藤1995）。

　以下では、早期教育をすることで、本来するべき遊びができないことでの問題

点を挙げる。

本来の遊びの効用

　小宮山（1995）の考える遊びの３つの効用を以下に述べる。

　第１に、外遊びをすることで、運動神経が発達する。体力がつけば将来受験勉

強をする時に役立つし、社会に出てから何かをしようとした場合にも体力があれ

ば精神力も強くなり、目的を遂げることができるようにもなる。また運動神経が

発達すると、走る力や跳ぶ力や投げる力がつき、スポーツが上手にできるように

なり、人生の楽しみが増える。また、運動神経の発達は、知能の発達を促すこと

を忘れてはいけない。

　第２に、外遊びと室内遊びを通して知能の発達が促される。これは、単にIQの

発達だけでなく、考える力、創造力、想像力を豊かにする。室内遊びでも、テレ

ビをただ見ているだけでは頭の働きが鈍くなるが、ゲーム的要素の強い遊びをす

ることで、頭をいろいろ使うことになる。このような技能的な遊びや運動をとも

なった遊びは、頭脳を活発にするため、思考力が発達する。

　第３に、社会性の発達を挙げることができる。幼児は集団で遊ぶことによっ

て、規則といいう概念を持つようになる。たとえば、公園のブランコで遊んでい

たら、順番に遊ばなければいけない。もし、規則を勝手に破れば、他の幼児から

非難されるし、次から仲間にいれてもらえなくなる。それでもわがままを通そう

とすれば、喧嘩もおきる。幼児は、仲間外れや喧嘩を咲けるためにはどういう行

動をとったらよいのかを遊びのなかから、特に規則のある集団遊びのなかから学
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ぶのだ。

遊びの欠如から起きる問題

　ここでは、小宮山（1995）の考えをもとに、遊びの欠如からおきる問題につい

て考えて見る。

集団遊びの欠如

　稲野（1996）は、「集団」は子供が育つために欠く事ができないといってい

る。子供同士の集団の遊びの中で、子供同士の接触と衝突がある。それにより仲

間の気持ちがわかるようになり、自分の視点でものごとを見るだけでなく、相手

の見方をすることもできるようになる。しかし、現代の子育てでは、遊びの場面

に、子供の数と同数に近い大人の目がある。親同士の気兼ねと思惑もあって、

せっかくの子供同士の接触と衝突の機会は、自然のままに見守られることなく、

大人の仲裁と管理のもとに置かれることが多い（橋本、1996）。それにより、い

つでも親の目を気にする子供にしかならないのではないだろうか。

　また、稲野（1996）は、集団遊びが減ったことで、子供同士での喧嘩や話し合

い、生活の知恵を学びあうというグループダイナミクスが著しくかけてきている

といっている。みんなで遊びに出て、道に迷い、みんなで相談しながらやっと夜

になって帰宅するというような経験が今の子供たちには多いに不足している。そ

のような生活力、動物的な勘や危機管理能力というものが育つ場がいちじるしく

奪われていると感じている。

　また、幼児同士の接触が少なくなることで幼児は、一緒に協同する作業が苦手

になる危険性があり、協調性のない子どもに育っていく可能性が大いにあるの
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で、気をつけなければならない。早期教育をいろいろとやっている幼児は、大人

の顔色を見るのが上手になるため、外見上はすくすく育ち、協調性があるように

見えるが、これは大人の錯覚である。大人と幼児の間でうまくいっているに過ぎ

ない。このような幼児が、同年齢の幼児の集団に入っても、気に入らないことが

あっても我慢することができないし、皆と一緒に遊べないし、楽しくもない。幼

児の社会性は、幼児同士の関わり合いによって身につくのだ。特定の大人から見

ると協調性があり、いわゆる「良い子」であっても、子ども集団の中では協調性

のない、嫌われものになることもある。

　その上、子育てをする父母や早期教育などを行う講師や父母は、いつも幼児の

気持ちに応えてあげようとしているため、幼児にとっては相手（大人）の気持ち

を予測しやすいと言える。幼児が大人だけの世界だけで育てられたとしたら、常

に自分の都合のよいように相手の気持ちを推測してしまうかもしれない。そのよ

うな教育をうけた幼児は、知能は高くなったとしても、他人の気持ちを理解でき

ない人間になってしまう。

集中力がなくなる

　遊びが大事であるもう１つの理由は、遊びに夢中になることで集中力が養われ

るということである。遊びに夢中になれるということは、何かすきなことが見つ

かったら、全精力を使って行い、エネルギーを集中させて物事にぶつかって行く

ことを意味する。遊びに夢中になれない子供は、何をやっても中途半端になって

しまい、すぐあきらめやすい性格になることも有り得る。

　そして、早期教育は、幼児の行動を時間単位で区切ってしまうことになる。幼

稚園が終わったら早期教育の教室へ通うといったようなスケジュールがたってい

る場合、そのスケジュールの合間をぬって遊ぶ時間を見つけるというのは幼児に

とって簡単なことではない。もし、遊ぶ時間があったとしても、幼児の遊びは、
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スケジュールによってたびたび中断されてしまう。思いきり夢中になって遊ぶこ

とができなくなる。途中で遊びを中断されると、何事も飽きっぽくなる可能性が

ある。

第２節　自主性の抑圧

　先にも述べたが、早期教育は幼児にとって、言わば大人によって受動的に行わ

れる教育である。子供たちがいろいろなことを「わかる」というときは、自分が

実際に体験した事実と、記号・論理の世界が結び付くということが重要である。

しかし早期教育機関は、「わからない」からこそ、この時期の早期教育が成立す

るのだといっている。乳幼児がもっている、主体的・能動的な姿勢をあえて議論

の外に置き、この時期の子供たちをあくまでも「受け身的存在」をして描こうと

している。子供は叱咤激励されてやっているだけで、自分から好きでやっている

のではないのだ。そういった早期教育を与えられたことで、子供は自分から何か

をしようとせず、人に頼ろうとし受け身的な子供になってしまう。　山口

（1994）も、受動的な学習により、自発性、創造性の領域の発達が抑圧されるの

ではないかと懸念している。橋本（1996）の著書のなかで、実際に早期教育をし

ている母親たちは、知識が増えても、実際の経験がなければ意味がないし、教材

は、子供を受け身にさせることばかりで意欲が育たないのではないかと不安を感

じているようである。

　子供の成長段階では、１歳前後から子供は意思表示をはっきりするようにな

り、しだいに自己主張が強くなる。しかし、早期教育を押し付けることで、自己

主張をつぶすことになる。それでは健全な自己主張が育たない（橋本、1996）。

そして２歳になると主体性がでてくる。自己の概念、あるいはそれに関連して成

長している自尊心、自信が湧いてくる時期である。自分で何かを考え何かをして

見たいという時期である（高橋、1995）。
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　早期教育による受け身的な教育を受けることで、幼児期に育つはずの「自分は

自分でいい」という素朴な自己肯定感は失われ、親の期待に添える子は良い子

で、期待に添えない子は駄目な子というように、自分の価値は相対的なものに

なってしまう可能性がある（橋本、1996）。また良い結果が、大人を喜ばせられ

るというと知り、期待に沿おうとして自己ならぬ自己を演じ続けてしまうことに

なる。あるいは、一見自主的に行動しているように見えて、実際は重要な他者の

期待に沿おうと努力し続けているだけという、深い意味で「依存的」なパーソナ

リティーがそだってしまう（高良、1996）。

　橋本（1996）の著書の中で、ある母親は教室で厳しくしすぎたせいで、子供が

自分の気持ちや要求を言わなくなってしまい、子供が、親が何を期待しているか

に敏感で、すぐにそれを読もうとこちらの顔色をうかがうようになってしまっ

た。それで、その母親はいらいらしてしまうと悩んでいる。

　

第３節　本当の賢さとは

　早期教育機関では、子供の知能をIQで測るところが多い。IQが高いことで、子

供は評価されている。ＩＱとは、intelligence quotientと言って、「知能年齢（精神

年齢）÷実年齢×１００で出される。この数式で分かるように、IQというのは絶

対的なものではない。実年齢に対して、精神年齢はどのくらい上か下かというこ

とである。あくまでも相対的な指標で、絶対的なものではない。

　そのIQを高めるための教育を早期教育では行っている。パターン教育で、わか

ることよりも、できることを中心としたものである。

　しかし、幼児期のまださまざまな知識や技能を受け入れる準備ができていない

子どもたちへ、単に暗記させるという早期教育をすることは、子供にとってデメ

リットであると小宮山（1995）はいう。それは、考えずに機械的に答えていくと

いうことは、頭の回転は速くなっても、考えていることにはならない。つまり、
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要領はよくても、ゆっくり考えることができなくなってしまうのである。

　子供たちがいろいろなことを「わかる」というときは、自分が実際に体験した

事実と、記号・論理の世界が結び付くということが重要である。しかし早期教育

機関は、「わからない」からこそ、この時期の早期教育が成立するのだといって

いる。乳幼児がもっている、主体的・能動的な姿勢をあえて議論の外に置き、こ

の時期の子供たちをあくまでも「受け身的存在」をして描こうとしている。

　与えられ、受動的になってしまった幼児は、自分から何かをしようとする行動

が見られなくなってしまい、「考える」ことを嫌がるようになってしまう（小宮

山、1995）。

　加藤（1995）の著書の中で、榊は、子供たちは、パターンで理解すると言うこ

とは、「手続き」をマスターしているだけに過ぎないのであって、それを「わか

る」世界とはまったく異質な世界であるといっている。子供たちがいろいろなこ

とを「わかる」というときは、自分が実際に体験した事実と、記号・論理の世界

が結び付くということが重要である。子供たちはその年齢にふさわしい形で、対

象に主体的・能動的に働きかけていく存在にほかならない。自分が体験したさま

ざまな事実を、自分なりの論理でつなげ、それらのあいだに共通性を見つけだ

し、自分なりの「主観的な概念の枠組み」を形成しながら、知的能力を伸ばして

いくのである。賢さの本質はこの点にある（加藤、1995）。

第４節　早期教育機関が挙げている大脳生理学の「合理性」

　第３章で、早期教育機関がとらえている「大脳生理学」について述べた。しか

し、その大脳生理学は、早期教育機関に良いように解釈されているという。それ

はどういうことか、ここで述べる。

　保坂（1996）の著書の中で、千葉康則法政大学第一教養学部教授は、３歳まで

の脳の重さが急激に重くなることは肯定している。しかし、神経細胞の網である
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脳の「構造」ができるだけであって、「機能」が発達するわけではないと言って

いる。３歳までに脳を使うことで複雑な網ができるという証拠はない。幼児期に

早期教育に時間をかけてしまって生きて行くために大切な人間関係や運動能力の

発達が手抜きになってしまうことは危険であるとし、早期教育機関の大脳生理学

の主張を否定している。

　また、山口（1994）は、『ちいさい・おおきい・つよい・よわい』の５号で、

大脳皮質視覚野のシナプス結合が、大人よりも若い時期の方が可塑性に富んでい

る点は確かだし、幼児期の方が、環境に応じてある種の神経回路を作りやすいだ

ろうと認めている。しかし、認められるのはそこまでであり、もっと高次のヒト

の言語学習、概念形成、対話能力の形成などまでもが同じかどうかは、神経科学

からみて答えは出せないとし、２歳で脳の中身が決まるという主張は、機能ごと

の発達の早さの違いを無視した乱暴な議論であり、科学的根拠が認められないと

いっている。汐見（1996）も、早期からの教育は知識の吸収、能力の発達の面で

はそれなりの効果があるとする考えは、必ずしも根拠がないとしている。脳が未

成熟なうちに特定の知識を送り込みすぎると、のちの学習のために残しておかな

ければならない領域まで使ってしまうのではないかと懸念している（山口、

1994）。

　汐見（1996）も、早期教育機関の大脳生理学による理論に対して否定的であ

る。一般に大脳における情報処理は、五感を通じた情報のインプットを側頭連合

野ででまとまった情報にする。そこでまとめられた情報をその限りで記憶してお

くことは不可能ではない。しかし、人間のより高度な情報処理は前頭連合野にお

ける処理で、ここでは感情を考慮した判断、意志的な判断、計画（見通し）を

伴った判断など、当面の感覚ー知覚的情報以外の記憶情報、感情情報、意志情

報、価値判断的情報などが総動員された思考ー判断がつかさどられるといわれ

る。

　乳幼児期には子供自身がわくわくしながら、予想したり想像したり反省したり

見通ししたりして広義の学習活動を行うことで、その後の脳の発達に影響する。

42



早期教育機関の教材の遊びでは、なんのために覚えなければならないのか本人の

自覚がなく、前頭葉の働きはごくわずかにとどまったままで、側頭連合野での処

理情報とその記銘が中心の学習が続けられることになる。記憶は関連情報や感情

情報連合野などと結びついて保存されている場合、再生されやすいが、それが不

十分だと再生が時間の経過とともに急速に困難になると想像される。　

　昔から子供にとって遊びが何より大切だといわれてきたのは、大脳生理学に根

拠のあることではないかと考えられる（汐見、1996）。

第５節　人間観の欠如

　加藤（1995）は、現在進められつつある早期教育は、もっとも現代的な形で組

織された管理主義保育の典型であるといっている。早期教育には、基本原則が存

在し、しかもその原則には一定の方向と順序を認める。その原則は「もっと早

く、もっと高く、もっと正確に」である。そこには、、早いほうが遅いよりも、

高い方が低いよりも、正確な方が不正確よりもそれぞれ高次であるという考え方

が底流に流れている。そして、満点以外はすべてなんらなの欠如態としてみなさ

れる。早期教育は、幼児たちの視覚と聴覚をコントロールしながら、大人たちが

仕組んだ「意味」のある教材のメニューを、幼児自身が選んだかのような錯覚を

もたせながら、従順に反応させていく特徴があり、「言葉が話せる」とか「数が

わかる」という、目に見える事柄のみを切り離して、「教え込もう」とし、見に

見えない「心が育つ」過程をおろそかにしている（橋本1996）。早期教育が考え

る「能力観」には、「人間観」が欠如している。そして、このことが、今進めら

れつつあらう早期教育システムの成功の鍵があると同時に、大きな落し穴がある

と考えなければならないのだ（加藤、1995）。
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第６節　ＩＱで計れないもの

　ここでは、株式会社イー・キュー・ジャパン（1999）の「IQとの違い」を参考

にまとめていく。　

　ＩＱとは、intelligence quotientの略であり、日本語では、知能指数といわれてい

る。生活年齢の異なっているものの知能を、相互に比較するための尺度で、被検

者の知能水準を年齢で表現した知能年齢（mental age）を生活年齢（calendar age）

で除し、100 を乗してもとめる（三浦、1991）。早期教育産業では、この数値

を、早期教育の結果を計る単位として用い、実際は普通児で、100から120のもの

が、その早期教育の教材や教育法により140以上 にも上昇するという。

　D.Wechslerは、「知能」とは「目的的に行動し、合理的に思考し、環境を効率

的に処理する、総合的または全体的な能力」であると定義している。ここでいう

全体的な能力は、通常、知能検査により測定され知能指数(ＩＱ)という数字で表

されるものを指している。ＩＱが高ければ「頭が良い」ということになり学業成

績は優秀であるということになる。つまり、知能指数(ＩＱ)と学力との相関関係

が高いことは明らかであり、将来の知的達成レベルの予測には役立つというわけ

である。

　しかし、ハーバード大学教育学部の心理学者ハワード・ガードナーによると、

人生に有用な知 性は広範多岐にわたり、大別すると７種類あると主張している。

1つ目は、言語的知性（ＩＱ）2つ目は、論理数学的知性（ＩＱ）、３つ目は空間

的知性、 4.つ目は、身体運動的知性、 5つ目は、音楽的知性 6つ目は、心内知性

(セルフ・コンセプト)　-　人格的知性（ＥＱ）で、7つ目が、対人関係知性(ソー

シャル・スキル)　-　人格的知性（ＥＱ）である。知性を７種類に分 類するとい

うのは決定的なものでは無いとされているが、知性を多面的に捉えることによ

り、ＩＱのみで判断するのと比べ、人間の才能や潜在能力がより明確に見えてく

る。つまり、1つ目と2つ目の言語的知性（ＩＱ）と論理数学的知性（ＩＱ）の、

学問的知性に恵まれないと人生で成功できないと考えるのは間違いであるという

ことの合理的説明がつきやすくなる。健全な日常生活に欠くべからず大切な能力
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には、その他の知性も必要になってくる。

　ＩＱ偏重の問題点には、学力検査・知能検査における限界が挙げられる。さま

ざまな角度から複数の回答をもたらす拡散的能力は測定不可能であり、またじっ

くり時間をかけて総合的に考察していく能力も十分測れない。そして、人間関係

を上手く処理していくというような社会的能力も測れない。得点は、体調、テス

トに望む態度、情緒安定性など性格的なものや、テスト場面の状況などによる影

響を否定できず、測定している能力は、個人の潜在能力（知的才能）ではなく、

経験（学習）の結果が加わった現在の能力である。それゆえ、検査結果より将来

の知能の発達の予測をするについては注意が必要であるし、また、人間の知的活

動や職業の成功の予測などは、知能以外の要因の影響が著しいということは否定

できない。

　そして、知能検査などの評価基準は人生における成功度の予言としてはあまり

当てにならない言語的・論理数学的知性を中心にすえたＩＱの概念は狭い範囲の

知能を知的計数としたものであり、人生での成功度とＩＱの相関関係には例外が

ある。ＩＱの概念は言語的・論理数学的知性を中心にすえた知能を狭義にとらえ

ており、ＩＱの高さは学校生活や学究生活での成功を予言してくれるかもしれな

いが、実生活では学問から遠ざかるほど無意味になる。そのためＩＱが高い人が

富みや名 声、幸せを得られる保証はどこにもない。たとえば、ハーバード大学を

卒業した人々を中年になるまで追跡調査した結果、成績優秀者であった人が収入

や業績や地位などの点で特に成功しているとはいえないという。また、１９８１

年のイリノイ州の高校を主席・次席で卒業した男女８１名の追跡調査の結果、卒

業後２０代後半での社会的成功度は「並」で、それぞれの職種で同年代のトップ

レベルにいた人は４人であった。学力試験や知能指数で点数化される認知能力

は、社会的成功を左右する知性の中で、ごく一部の知性でしかないということは

各種のデータからわかってくる。 

　また、知能指数で計られる知能は、学力ではない。。ゲッシェルスとジャクソ

ンという二人の心理学者が、中学生と高校生について、学力と知能および創造力
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の関係を調べた。そして、知能が学力に影響していることは確かだけれど、学力

には知能ばかりでなく、創造性も関係しているということがわかったという。

よって、知能の高さと、学力の高さは同義であるとはいえない。知能が高ければ

高い程いいというものではないという（こころ博士、1998）。

　ＩＱで計れる能力は一部にすぎないということである。
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第５章　今後の幼児期の教育の在り方

第１節　早期教育側の主張と早期教育の問題点を受けての考察

　今まで、早期教育側の主張と、早期教育の問題点のそれぞれの議論をまとめて

きた。解釈の違いや、各主張の否定など、各議論の対立するところも見られた。

　

幼児期の遊びの捉え方

　まず、幼児期の遊びについての議論があった。早期教育側の遊びを取り入れた

はずの教材も、本来の遊びと比べると、受け身的で創造的でないということだ。

遊びは、能動的で主体的であるべきである。また、集団遊びを通して、社会性や

協調性も身につけることができる。早期教育教室と家庭との行き来では、得られ

ないものが本来の遊びの中にはあるのである。

大脳生理学の捉え方

　実際、早期教育機関によって、主張も内容も微妙に違うところがあったが、共

通してあったのは、大脳生理学を理論の基本にしているところである。３歳まで

にできる大脳の構造に着目し、その大脳の成長する時期に、パターン認識によっ

て大脳を刺激することで、その能力は天才的なものになるという才能逓減の法則

の主張である。しかし、医学的な専門家にすると、早期教育側の解釈は合理的に

捉えているのであって、医学的に証明されていないことを主張していると、早期

教育側の主張に懐疑的であった。大脳生理学については、先にも述べたが、証明
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されていないことであるので、どちらが正しいかはっきりはいえない。しかし、

独自の理論を断言してしまっている早期教育機関の態度は、無責任であるかもし

れない。

ＩＱの捉え方

　

 　早期教育機関では、子供の知能をＩＱで測るところが多い。実年齢に対して、

精神年齢はどのくらい上か下かということを測るものである。あくまでも相対的

な指標で、絶対的なものではない。早期教育では、ＩＱを高めるための教育をし

ているところが多い。早期教育産業では、この数値を、早期教育の結果を計る単

位として用い、実際は普通児で、100から120のものが、その早期教育の教材や教

育法により140以上 にも上昇するとを１番前に出して宣伝している。家庭保育園

のホームページ (http://www.d1.dion.ne.jp/̃titan_/)によると、ＩＱは日進月歩変わる

ものではなく、4才でＩＱが140であれば生涯を通じてあまりかわることがないと

いう。また、ターマンの研究によると、ＩＱ140以上の学生1000人を半世紀に渡っ

て調査した結果、経済的にも安定し家庭にも恵まれた生活を送っていたことが

分ったそうだ。ＩＱの高いひとは幸せになるといっている。パターン教育で、わ

かることよりも、できることを中心とした教育が行われている。

　しかし、幼児期のまださまざまな知識や技能を受け入れる準備ができていない

子どもたちへ、単に暗記させるという早期教育をすることは、子供にとってデメ

リットであると小宮山（1995）はいう。それは、考えずに機械的に答えていくと

いうことは、頭の回転は速くなっても、考えていることにはならない。つまり、

要領はよくても、ゆっくり考えることができなくなってしまうのである。

　そして、そのＩＱ偏重の問題点には、学力検査・知能検査における限界が挙げ

られる。さまざまな角度から複数の回答をもたらす拡散的能力は測定不可能であ

り、またじっくり時間をかけて総合的に考察していく能力も十分測れない。そし
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批判や、欠点などもあるだろう。私たちは、正しい情報と、冷静な目で子どもの

将来を考えなければならない。活字や宣伝文句に惑わされず、人間形成の大事な

時期をどうやって育てていくか判断していくことが必要である。常に、子供の幸

せを意識し、暴走してしまわないように心がけるべきである。

　いずれか自分も子をもつ親になるであろう。常に視野を広くし、先を見据える

能力をみにつけていきたい。
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あとがき

　文献を読み進めるにあったて、早期教育側の意見よりも反対派の意見の方が分

かりやすかった。中立の立場を保つ努力をしたが、反対意見の方が真実味があっ

た。

　能力を開発していくという立場よりは、それを批判するほうが簡単だからかも

しれない。現在の教育制度はさまざまな形で批判されている。それの改善の挑戦

であった早期教育であるが、その勢いとは裏腹に、やはりマイナス面というのも

でてきてしまった。このままではいけない教育。それを改善しようと頑張ってい

る人がいて、挑戦しつづけているが、失敗してしまう。失敗したらまた考えれば

いいというような楽観的な問題ではすまされない問題もあるとおもう。たとえ

ば、一人の人生を狂わせてしまうようなことをしてしまっていたとしたら。とり

かえしのつかないことである。

　これから子を持つ世代の人間として、自分の意思や考えだけではどうにもなら

ないこの日本社会。この社会自体の考え方が変わらない限り、私たちは自分の生

き方に自身が持てないというのが本音である。結局は社会に飲まれ、社会の中で

生きていくのである。

　 自分が自分の子供にどういった教育を施すか。結局社会の考えに飲まれてしま

うような気がする。本当に良いものをいうのはどういうものなのだろうか。きっ

と現在子供をもっている両親もいろいろな思いがあってそれでも現在いろいろな

問題があるのだ。私たちの時も同じように迷い、不安を覚えながら自分と自分の

家族とともに成長していくのだろう。
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